






















要旨:   出生時の体重が 1,500g 未満といったハイリスク児に対する予後の発達援助の施

策として直接子どもに働きかける Early intervention(早期介入)がある.

 聖隷浜松病院新生児未熟児センターでは当院で養護された乳幼児を対象に, より望まし

い発達への援助過程としてホッピング・クラプなる母子集団を形成し病院内の体育館を利

用して感覚統合訓練的な遊びを核とした場を構成し早期介入の事業を実施してきた.

 当院で 2年間にわたり実施した事業が子の発達にいかなる影響を与えているのか,発達の

様相は新版 K 式発達検査と津守稲毛による乳幼児発達診断法により検討し, また,母親に

どのように受け止められているのか面接調査により意見・態度を聴取した.そして, この

事業の効果の有無を統制群との関わりで比較検討することを意図し,一定の成果を得たも

のである.


